
５祭典実行委員会ニュースVol.

“夢と平和” かがやけ九条！

５
月
１
８
日
（
日
）
杉
並
区
の
方
南
会
館
で
第
３
回
目
の
祭
典
実
行
委
員
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
元
西
部
の
う
た
ご
え
の
溌
剌
と
し
た
「
憲
法
ニ
コ
ニ
コ
音
頭
（
踊
り
つ

き
）
」
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
（
祭
典
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
」
の
演
奏
で
開
幕
。

１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
実
行
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
音
楽
会
企
画
も
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
、
こ
の
日
の
実
行
委
員
会
で
は
「
祭
典
曲
を
聴
い

て
み
よ
う
、
歌
っ
て
み
よ
う
」
と
い
く
つ
か
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
「
東
京
大
空

襲
」
の
と
こ
ろ
で
歌
わ
れ
る
『
タ
ン
ポ
ポ
の
歌
』
、
高
齢
者
の
う
た
ご
え
『
老
い
も
若

き
も
』
、
作
詞
者
・
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
も
参
加
し
て
下

さ
っ
て
の
『
あ
り
が
と
う
』
、
大
気
汚
染
訴
訟
の
中
で
生
ま
れ
、
足
立
の
う
た
ご
え
を

中
心
と
し
た
演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
小
さ
な
願
い
』
、
今
ま
で
「
ど
ん
な
歌
か

な
？
」
と
思
っ
て
い
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
聴
い
て
納
得
、
ど
れ
も
い
い
曲
だ

ね
！
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。
『
老
い
も
若
き
も
』
で
は
、
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
撤
廃
の
思
い
、
１
０
０
０
人
の
う
た
ご
え
で
伝
え
ま
す
！

運
営
委
員
長
・
轟
志
保
子

も
う
ひ
と
つ
の
重
点
は
組
織
の
と
り
く
み
で
す
。
東
京
は
５
月
末
達
成
目
標
の
賛
同

金
、
８
０
％
ま
で
追
い
込
ん
で
こ
の
日
の
実
行
委
員
会
を
迎
え
ま
し
た
。
「
最
初
は
と

て
も
こ
ん
な
金
額
は
無
理
、
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
こ
つ
こ
つ
と
み
ん
な
で
訴
え
た
ら
大

き
く
飛
躍
で
き
た
」
と
地
区
目
標
を
２
番
目
に
達
成
し
た
港
区
、
「
今
日
午
前
中
に
地

区
実
行
委
員
会
を
行
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
組
織
の
進
め
方
を
決
め
た
」
三

多
摩
地
域
な
ど
の
報
告
が
「
や
れ
ば
で
き
る
！
」
と
み
ん
な
を
励
ま
し
ま
し
た
。
ま
た

地
域
・
分
野
の
実
行
委
員
会
も
多
く
の
と
こ
ろ
で
発
足
し
て
い
ま
す
。
「
１
８
の
サ
ー

ク
ル
が
結
集
し
、
『
祭
典
を
成
功
さ
せ
る
会
』
と
し
て
結
成
。
１
０
０
０
人
の
ス
テ
ー

ジ
を
実
現
さ
せ
ま
す
」
と
い
う
女
性
の
う
た
ご
え
、
「
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
の
地
元
だ
し
、

出
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
広
く
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」
と
い
う
東
部
の

う
た
ご
え
な
ど
、
活
発
に
発
言
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
大
音
楽
会
一
般
チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
即
持
ち

帰
っ
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
配
券
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
歌
っ
て
、
交
流
し
て
楽
し
く
、

「
さ
あ
、
歌
い
手
・
チ
ケ
ッ
ト
広
め
る
ぞ
！
」
と
い
う
雰
囲
気
が
で
き
た
第
３
回
実
行

委
員
会
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
実
行
委
員
会
を
続
け
て
、
東
京
８
０
０
０
人
の

目
標
達
成
に
向
け
て
元
気
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歌
の
最
後
の
ポ
ー
ズ
も
ば
っ
ち

り
決
め
ま
す
よ
！
」
と
の
日
本

シ
ニ
ア
合
唱
団
の
方
の
指
導
で

「
イ
エ
〜
イ
！
」
の
ポ
ー
ズ
を

全
員
で
練
習
。
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
続
い
て
杉
森
企
画
委
員

長
の
指
導
で
『
青
い
空
は
』
を

練
習
。
「
ち
ょ
う
ち
ょ
、
ち
ょ

う
ち
ょ…

」
や
「
一
番
星
み
〜

つ
け
た…

」
の
歌
が
挿
入
さ
れ

た
編
曲
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
歌
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
『
青
い
空
は
』
か
ら
『
ね
が

い
』
へ
と
続
く
、
平
和
憲
法
の

心
を
歌
い
上
げ
る
祭
典
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
や
か

に
な
り
ま
し
た
。

（6/2)
東
京

● 昨年からトータルで 409人

2007.1 （昨年1月） 1295人

9.1（第1回実行委員会） 1400人

07.12.1（第2回実行委員会） 1426人

年末⇒1506人

2008.5 （第3回実行委員会） 1663人

6.2 （第11回運営委員会） 1704人

6
月
2
日
（
月
）
第
11
回
祭
典
運
営
委
員
会
へ
の
報
告
で
、
地
元
東
京

は
「
う
た
ご
え
新
聞
」
５
月
ま
で
の
達
成
目
標
１
７
０
０
人
を
超
え
て
達

成
し
ま
し
た
。

昨
年
1
月
か
ら
の
拡
大
総
数
は
な
ん
と
４
０
９
人
、
と
り
わ
け
今
年
に

入
っ
て
か
ら
半
年
で
約
２
０
０
人
を
拡
大
し
ま
し
た
。
祭
典
ま
で
あ
と
半

年
、
「
祭
典
ま
で
に
２
０
０
８
人
読
者
を
」
（
あ
と
３
０
０
人
）
の
奮
闘

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
５
／
18
日
第
３
回
実
行
委
員
会
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
会
議
、
こ
れ
か

ら
都
内
で
の
集
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
ピ
ッ
タ
リ
の
見
本
紙
や
ニ
ュ
ー
ス
に

工
夫
す
る
。
９
条
世
界
会
議
の
感
動
が
聞
か
れ
る
参
加
者
に
呼
び
か
け
る

と
意
志
統
一
▼
こ
の
間
大
塚
う
た
ご
え
酒
場
、
出
版
労
連
の
組
合
会
議
、

合
唱
団
北
星
、
み
な
と
合
唱
団
、
東
京
紫
金
草
、
調
狛
合
唱
団
か
ら
拡
大

報
告
▼
25
日
東
京
の
う
た
ご
え
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
麦
笛
の
団

員
２
人
ゲ
ッ
ト
▼
26
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
総
行
動
、
加
盟
・
未
加
盟
す
べ

て
の
サ
ー
ク
ル
・
合
唱
団
に
電
話
か
け
を
実
施
、
30
団
体
よ
り
関
心
度
・

購
読
率
な
ど
を
聞
き
取
り
。
横
川
さ
ん
手
土
産
１
人
、
太
田
、
大
熊
地
元

へ
電
話
し
て
拡
大
、
中
合
・
上
島
さ
ん
研
究
生
の
同
期
会
で
拡
大
の
報
告

▼
27
日
祭
典
運
営
委
員
全
員
に
「
一
人
が
ひ
と
り
に
広
げ
れ
ば
１
７
０
０

達
成
」
に
な
る
と
よ
び
か
け
た
、
す
ぐ
に
鶴
、
大
橋
、
武
田
、
斉
藤
さ
ん

よ
り
拡
大
の
報
告
▼
28
日
１
７
０
０
人
読
者
ま
で
あ
と
一
桁
！
と
運
営
委

員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
伝
達
、
箕
輪
、
エ
ー
チ
ャ
ン
、
轟
、
大
熊
拡
大

▼
29
日
中
野
区
保
育
争
議
報
告
集
会
に
て
、
エ
ー
チ
ャ
ン
「
屋
形
船
ま
で

に
達
成
し
な
い
と
美
味
し
い
酒
が
飲
め
な
い
ぞ
」
と
、
三
輪
編
集
長
と

タ
ッ
グ
で
一
挙
５
人
拡
大
で
見
事
１
７
０
０
人
読
者
達
成
！
▼
６
月
２
日

「
あ
れ
、
も
う
達
成
し
ち
ゃ
た
の
？
」
山
田
さ
ん
、
中
澤
さ
ん
、
代
々
木

病
院
バ
ン
ブ
ー
か
ら
２
人
・
・
・
・
現
在
１
７
０
４
人
で
す
。

【
こ
の
間
の
教
訓
】

■
ま
だ
、
す
べ
て
の

サ
ー
ク
ル
に
「
祭
典
ま

で
に
２
０
０
８
人
読
者

を
」
と
い
う
事
が
周
知

さ
れ
て
い
な
い
■
特
に

指
導
者
・
伴
奏
者
に
読

ん
で
も
ら
う
事
が
大
切

■
読
者
対
象
者
が
居
な

い
わ
け
で
は
な
い
の
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

が
る
よ
う
に
、
声
か
け

が
大
事
■
「
今
サ
ー
ク

ル
は
休
眠
状
態
だ
が
、

元
読
者
だ
っ
た
メ
ン

バ
ー
か
ら
声
を
か
け
ま

す
」
東
久
留
米
こ
ん
ぺ

い
と
う
か
ら
の
返
事
は

嬉
し
か
っ
た
。

ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
の
合
唱

杉
森
さ
ん
と

『
青
い
空
は
』

大音楽会 希求“ねがい”（有明ｺﾛｼｱﾑ）

一般：３５００円

小・中・高校生・障がい者：２０００円 東京の賛同金目標６５０万円

6/9 現在 ６２６万円の達成！

★賛同金(９7％達成)

東部・西部・南部・北部･千代田・港ブロックで目標達成！

●新宿あと一息、三多摩、三多摩南、中央もう一歩。残り24万円



今こそ歌ってほしい

－いとし子よ－ 小森 香子

この詩は、1980年8月16日「新婦人とう
きょう」紙上にはじめて掲載された。

“この両手の重み それは地球の重さ この胸の
ぬくもり それは 愛……”この歌をうたう時、
私の心の中には娘まどかの切り絵「母と子」が
浮かんでくる。この年の春４月、数多くの切り
絵作品を残して彼女は労山チョーオーユー登山
隊の訓練中、雪の黒部谷に散った。「母と子」
の絵は今も多くの人々に愛され、東京非核政府
を求める会のホームページ・マークになったり
絵はがきにもなって人々の心の中に在る。そし
て、この歌も原田義雄氏のあたたかい曲を得て
愛され、ＮＨＫみんなのうた30周年記念作品の
佳作にも選ばれている。あんなにも歌が好きで
「うたごえ」の少年班で活躍した亡き娘も千の
風となって歌ってくれているに違いない。

この詩は「青い空は」の延長線上にある。夏
の少年少女キャンプでファイヤーを囲んで「青
い空は」が歌われたとき、１年生の子が「いの
ちの重みってどんな重み？」ときいたそうだ。
その子の母は膝に抱き上げて、「いのちの重
みってあなたの重さ、そして地球上のみんなの
重みよ」と答えた。この話をしてくれたのは
「青い空は」の詩の選者でもあった児童文学者、
山口勇子さんだった。「あなたの歌は、こんな
ふうに歌われているのよ」と買ってくれた。

世界中の戦火を消そう。これ以上、子どもら
を殺さないために、憲法９条を世界に輝かせよ
う。

勝利の力にうたごえも・・・

中野保育園争議勝利を確信に

保
育
園
民
営
化
の
中
、
中
野
区

に
よ
っ
て
04
年
3
月
に
非
常
勤
保

育
士
全
員
が
不
当
解
雇
さ
れ
た
事

件
は
、
東
京
地
裁
・
東
京
高
裁
お

よ
び
東
京
都
労
働
委
員
会
に
お
け

る
係
争
を
含
め
、
4
年
に
わ
た
っ

て
解
雇
撤
回
争
議
と
し
て
闘
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
3
月
31
日
に
東

京
都
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
申

立
人
公
共
一
般
労
組
と
中
野
区
の

間
で
斡
旋
和
解
が
成
立
し
て
、
4

人
の
原
告
が
全
員
、
4
月
1
日
に

職
場
復
帰
を
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
う
た
ご
え
で
も
「
先
生

大
好
き
」
「
闘
い
っ
て
、
な
に
」

な
ど
の
曲
が
生
ま
れ
応
援
を
し
て

き
ま
し
た
。
５
月
２
９
日
、
文
京

区
民
セ
ン
タ
ー
で
勝
利
報
告
集
会

が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
支
援
を

し
て
き
た
労
働
組
合
、
諸
団
体
の

人
た
ち
約
３
０
０
人
が
集
ま
っ
て

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

南
部
合
唱
団
、
東
京
の
う
た
ご

え
、
保
育
の
う
た
ご
え
な
ど
４
５

人
が
「
人
間
の
う
た
」
「
花
を
お

く
ろ
う
」
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
熱

唱
！

5
月
31
日
、
東

京
墨
田
川
の
屋
形

船
を
使
っ
た
、
う

た
ご
え
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
元
の

東
部
の
う
た
ご
え

関
係
者
を
は
じ
め
、

南
部
、
中
西
部
、

三
多
摩
南
、
三
多

摩
と
都
内
各
地
域

か
ら
45
人
。
「
ぞ

う
れ
っ
し
ゃ
」
関

係
で
は
、
参
加
す

る
子
ど
も
た
ち
の

お
父
さ
ん
が

3

人
。

11
月
24
日
の
大
音

楽
会
で
の
ホ
ル
ン

奏
者
さ
ん
に
、

ネ
ー
ル
首
相
役
の

ソ
ロ
さ
ん
も
。

東京のプレ企画・「屋形船・うたごえ交流会」

うたごえ新聞の“値打ち“を語る三輪編集長

「60周年記念日本のうたごえ祭典女性のうたごえを成功させる会」

川路紀美子

5
月
14
日
、
東
京
及
び
近
県

の
女
性
サ
ー
ク
ル
18
団
体
24
名

が
参
加
し
、
現
在
の
祭
典
企
画

や
組
織
の
取
組
み
状
況
を
報
告

さ
れ
た
後
、
サ
ー
ク
ル
で
の
取

り
組
み
な
ど
を
交
流
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
祭
典
成
功
の
た
め
に

「
60
周
年
記
念
日
本
の
う
た
ご

え
祭
典
女
性
の
う
た
ご
え
を
成

功
さ
せ
る
会
」
（
略
称
は
「
成

功
さ
せ
る
会
」
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

演
奏
曲
は
コ
ラ
ム
に
作
詞
者

の

小
森

香
子
さ
ん
が
書
い
て

い
る
よ
う
に
命
の
重
さ
、
愛
し

さ
を
「
い
と
し
子
よ
」
に
こ
め

て
歌
い
ま
す
！

ま
た
「
花
」
に
歌
わ
れ
て
い

る
隅
田
川
は
、
東
京
の
町
を
流

れ
、
関
東
大
震
災
・
東
京
大
空

襲
と
大
変
な
時
を
経
て
、
高
度

成
長
期
に
は
汚
染
さ
れ
魚
も
住

め
な
い
川
で
し
た
。
今
、
魚
が

戻
り
、
お
花
見
、
花
火
大
会
、

屋
形
船
・
・
・
と
美
し
く
復
元

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
和
と

環
境
が
守
ら
れ
て
こ
そ
！
そ
ん

な
想
い
を
「
花
」
に
託
し
た
い
。

そ
し
て
全
体
合
唱
の
「
青
い

空
は
」
へ
と
、
や
さ
し
い
う
た

ご
え
で
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
を
包

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3月8日、国際女性デー女性のうたごえ

120名の演奏、指揮は福田由美子さん

６
月
１
２
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ
１
８
：
３
０
〜
２
０
：
３
０

文
京
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー

９
月
２
９
日
（
月
）
Ｐ
Ｍ
１
８
：
３
０
〜
２
０
：
３
０

立
川
あ
い
む

１
１
月

８
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
１
８
：
３
０
〜
２
０
：
３
０

四
谷
区
民
セ
ン
タ
ー

単価（７２０ml）1500円売り

注文戴きました取り扱い団体には

200円の還元をいたします。

巣鴨地
蔵「金

太郎」

のど飴
です。

ニッキ
味

がさっ
ぱりし

ていま
す。

★一袋 ３００円
21粒 税込)

５
枚
１
組
３
パ
タ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す

１組１００円

★グッズ４弾！

陽気な（イエロー）タオルマフラー

ができました！

女
性
の
う
た
ご
え
の
指
揮
者

辻

志
朗
さ
ん
を
迎
え
て

練
習
会
は
下
記
の
と
お
り

新
日
本
婦
人
の
会
会
長
の
高
田
公
子
さ
ん
に
は
祭
典
の
呼
び
掛
け

人
に
、
同
東
京
都
本
部
会
長
の
上
伸
子
さ
ん
に
は
「
成
功
さ
せ
る

会
」
の
呼
び
掛
け
人
に
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
呼
び
か
け
文
を
作

り
地
域
に
広
げ
る
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
女
性
各
団
体

の
皆
さ
ん
、
地
域
の
女
性
の
皆
さ
ん
と
大
き
く
広
く
手
を
繋
ぎ
１

０
０
０
人
の
大
合
唱
を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

６
月
28
日
（
土
）
に
大
田
産
業
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
る
新
日
本

婦
人
会
東
京
の
産
直
フ
ェ
ス
タ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
演
奏
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
東
京
祭
典
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
加

者
を
一
人
で
も
多
く
増
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


